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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

・未受診者には電話・訪問で状況把握や受診勧奨を行い、受診率は95％以上を維持できている。

改革改善

の考え方

①問題

点

市役所本庁の新改築に伴い、乳幼児健診会場の変更が必要。

また、少子化により、乳幼児健診会場のあり方の検討も必要。

②改革

提案

平成25年度は、本庁・上郷・鼎会場の乳幼児健診を３回/月から、２回/月にして鼎保健センターで実施予定。

総事業費①+② 15,255 9,878 15,590

人件費計（千円）② 6,437 6,437

9,416

正規職員所要時間 1,800 1,800

臨時職員所要時間

一般財源 8,818 9,878 9,153

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 8,818 9,878 9,153 9,416

25年度予算額 特定財源内訳、補足

9,416

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　股関節脱臼検診、４か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診の実施

２　１歳６か月児健診と３歳児健診において、心理士をスタッフとして配置す

る

１ 健診実施回数、受診人数

　・股関節脱臼健診

　・乳幼児健診

２　心理相談実施回数、人数

１

　・24回(集団のみ)

　　　　894人

　・150回　2,671人

２　86回　173人

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

安心して子どもを産み、すこやかに育てるための育児支援や、病気・発達の遅れ等の早期発見と、必要な児には療育につなげる機会とし

て、訪問指導・乳幼児健診等を実施している。

1 親が子どものからだと心の育つ道筋を理解し、育児の見通しをもてるようにする。

2 同年齢の子どもとその親が交流する仲間づくりの場を提供して、親の孤独な子育てによる不安やストレスの解消や子どもが集団遊びを経

験する場とする

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

母子個人相談と電話相談件数　　人 3500 3602 3500 3300

97 95 95

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

各健診の受診率（４か月・１．６歳・３歳）　　　％ 95

28年度見込み

各年の出生児数（０～３歳児） 4000

意図（どういう状態

にするか）

①疾病の早期発見と健やかな発達

②保護者の育児不安が軽減する

向上させたい上位施

策の成果指標

心身ともに健康であると感じている市民の割合　％

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 　０～３歳児とその保護者

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 31 心と体の健康づくり

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 保健課 係等名 保健指導係

事業種別 政策 開始 S36 終了

事務事業名

会計 一般会計

乳幼児保健事業

31 事業№ 15 31平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


